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＜成果＞認知症発症後も感覚や能力は上昇すること
を、行動変化の定量化により確認

　これまで認知症と判断されたあとに絵画や歌唱などの能力が向上する事

例が報告されていましたが、本研究はアルツハイマー病と前頭側頭型認知

症を発症した人々においても、同様の能力の向上が一定数認められること

を初めて実証しました。これらの知見は、たとえ認知症を発症しても様々

な活動に参加し、継続できる可能性を認知症の当事者が持っていることの

実証となります。

＜成果＞メモリに記憶されるデータの特徴を判別し
て TLC フラッシュメモリの読み出し方法を最適化

　主にスマートフォンやタブレットなどに用いられる大容量で低コストな

TLC フラッシュメモリの読み出しに伴うエラーを 85% 削減し、読み出し

可能な回数を 6.7 倍に増加させることに成功しました。本研究は、データ

の特徴（アクセス頻度等）をメモリが自動的に判別し、データを特徴的に

異なるメモリ領域に格納し、最適な読み出し電圧を印加することで読み出

しに伴うエラーの減少と読み出し可能回数の増加を可能にしたものです。

＜成果＞光でメタノールから水素とホルムアルデヒドを
取りだす～最高の量子収率を示す分子性光触媒を開発～

　室温での光照射による有機物からの電子・プロトン移動能を利用して、

最高の量子収率で無水メタノールから水素と無水ホルムアルデヒドを生成

する新しい有機光触媒と鉄錯体光触媒を見出しました。本研究で見出した

触媒により、今後有機骨格の構造と金属の種類を多様に変更することで、

光触媒の活性や耐久性を制御したより優れたメタノール脱水素化光触媒の

開発が期待できます。
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